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日 時：平成２３年９月２６日（月） 午後３時４５分～午後５時

場 所：江陽グランドホテル ５階 「鳳凰の間」 

宮城県仙台市青葉区本町２－３－１ 

ＴＥＬ：０２２-２６７-５１１１ 

参加費：無料 

「阪神淡路大震災からの復興を通して考える東北の

復興とは。そしてＩＣＴの果たすべき役割。」 
 

関西学院大学  

災害復興制度研究所 所長 
む ろ さ き よ し て る

総合政策学部 教授 室崎 益輝 氏 

 

 

平成７年１月に発生し、戦後最大の地震被害をもたらした「阪神淡路大震災」の
 
復興に、災害と建築の専門家として携られた経験から、「東日本大震災」の復興途
 
上にある東北地域における復興について、情報通信にもご精通されている視点か

ら、ＩＣＴの果たすべき役割を含め、分かり易くお話しをいただきます。 

＜講師略歴＞ 
１９４４年兵庫県生まれ。１９６７年京都大学工学部建築学科卒業。１９７１年同大学大学院

工学研究科博士課程中退。その後、京都大学助手、神戸大学工学部助教授、同大学工学部

教授を経て、１９９８年より同大学都市安全研究センター教授。同大学を退職後、２００４年４

月より独立行政法人消防研究所理事長、２００６年４月より消防庁消防研究センター所長。２

００８年４月より関西学院大学・教授／同災害復興制度研究所所長。神戸大学名誉教授。日

本災害復興学会会長。２０１０年（平成２２年）防災功労者内閣総理大臣表彰を受賞。 

【 参加申込 】 

下記の宛先に FAX にて会社名、役職、氏名、電話番号を記入の上（任意様式）、

事前に申込みください。皆様の参加をお待ちしております。 

東北情報通信懇談会事務局 FAX：０２２－２２１－０６１３ 


